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作  成  中 

 

七
代
目
「
生
」 

(

六
代
目
か
ら
１
年
５
ヵ
月
ぶ
り
復
活) 

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

追
悼
の
た
め
、
武
庫
川
中
洲
に
２
０
０
５
年

初
め
て
作
ら
れ
た
。 

映
画｢

阪
急
電
車｣

に
も
登
場
し
、
た
び
た
び

の
増
水
で
流
さ
れ
た
が
、
そ
の
都
度
作
り
直

し
今
回
で
七
代
目
と
な
っ
た
。 

（
写
真
・
広
報
委
員
／
長
谷
川 

克
己
） 

 

宝 

塚 

の 

風 

物 

七代目「生」モニュメント (１月２５日撮影） 

モニュメント遠景 (写真：板倉 實会員提供） 
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●
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る 

安
全
委
員
会 委

員
長 

矢
田 

稔 

｢

安
全｣

と
は
一
体
何
な
の
か
？ 

広
辞
苑
で
は｢

安
全
＝
安
ら
か
で
危

険
が
な
い
こ
と｣

と
あ
り
ま
す
。 

今
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
は｢
危

険｣

で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
普

通
に
街
中
を
歩
い
て
い
て
道
路
の
凹

凸
に
つ
ま
づ
い
て
転
ん
だ
り
、
な
ん
で

も
な
い
床
に
つ
ま
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
た
り
、
そ
の
多
く
は
自
ら
の
不

注
意
に
依
る
も
の
と
は
言
え
、
こ
の
様

な
経
験
を
さ
れ
た
方
は
少
な
か
ら
ず

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
他
県
で
、
刈
払
機
の
操
作
ミ
ス

に
よ
る
死
亡
事
故
が
新
聞
で
報
じ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
の
会
員
の
な
か
に
も
様
々
な
機
械

を
使
っ
て
就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
お
ら
れ
ま
す
。
刈
払
機
を
使
っ
て
の

就
業
、
剪
定
バ
サ
ミ
を
使
っ
て
の
就
業
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
の
就
業
、
高

い
梯
子
、
三
脚
な
ど
を
使
っ
て
の
就
業

な
ど
は
ち
ょ
っ
と
そ
の
操
作
・
扱
い
を

誤
れ
ば
即
、
大
事
故
へ
直
結
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
様
な
機
械
の
み
な
ら
ず
、

ご
く
身
近
に
あ
り
普
通
に
扱
っ
て
い

る
事
務
用
紙
で
も
手
指
を
切
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
は
剃
刀
で
切
っ
た
よ
う

に
ト
ニ
カ
ク
痛
い
。
そ
し
て
、
毎
日
使

っ
て
い
る
タ
オ
ル
も
、
氷
結
す
れ
ば
一

本
の｢

危
険
な
棒｣

に
変
身
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
私
た
ち
の
ま
わ
り
は
、
危
険
が

一
杯
で
す
。 

一
億
数
千
万
の
人
が
夫
々
違
っ
た

思
い
・
考
え
方
で
生
き
て
い
る
現
代
社

会
で
様
々
な
軋
轢
を
感
じ
な
が
ら
も

事
故
や
故
障
が
少
な
く
、
普
通
に
生
活

が
営
ま
れ
て
い
る
の
は
、
一
旦
決
め
ら

れ
た
約
束
事
を
忠
実
に
守
り
、
実
行
す

る
こ
と
が
根
幹
に
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
事
故

さ
え
起
こ
さ
な
け
れ
ば
…
違
反
は
し

て
い
て
も
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
…
と

い
っ
た
甘
い
考
え
・
思
い
が
根
底
に
あ

る
限
り
、
「
事
故
ゼ
ロ
」
は
机
上
の
空

論
に
終
わ
り
ま
す
。 

｢

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る｣
こ

の
重
い
言
葉
を
思
い
起
こ
し
、
会
員
み

な
さ
ん
の
１
件
で
も
事
故
を
少
な
く

し
よ
う
と
の
思
い
に
す
が
り
、
安
全
に

そ
し
て
安
心
し
て
就
業
し
て
い
た
だ

け
る
様
に
「
安
全
委
員
会
」
も
活
動
を

続
け
て
参
り
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

事
故
発
生
状
況 

平
成
28
年
１
月
末
現
在 

      

●
12
月
〜
１
月
の
事
故
は
、
損
害
・
傷

害
と
も
に
ゼ
ロ
で
し
た
。 

◆
自
動
車
安
全
運
転
講
習
会 

１
月
26
日(

火)

・
27
日(

水)

の
両

日
、
日
頃
自
動
車
を
使
用
す
る
機
会
の

多
い
、
会
員
・
職
員
を
対
象
に
し
た
講

習
会
が
阪
神
自
動
車
学
院
で
行
わ
れ
、

会
員
８
名
、
職
員
２
名
が
受
講
し
た
。 

最
初
に
、
動
体
視
力
検
査
、
及
び
夜

間
視
力
検
査
を
受
け
、
そ
し
て
動
体
視

力
計
を
使
用
し
た
、
視
力
の
衰
え
が
運

転
に
及
ぼ
す
影
響
を
体
験
し
た
。 

そ
の
後
、
教
官
同
乗
で
教
習
所
内
の

コ
ー
ス
を
走
行
し
た
後
、
一
般
道
路
で

実
技
講
習
を
受
け
た
。 

運
転
評
価
は
「
初
め
て
受
講
の
方
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
の
で
、
緊
張
感
を
持

っ
て
大
変
安
全
を
意
識
し
た
運
転
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
」
と
標
準
ラ
ン
ク

で
、大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

参
加
し
た
会
員
の
一
人
は｢

最
近
は

慣
れ
で
つ
い
散
漫
に
な
り
が
ち
に
な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
講
習
で
安
全
運
転

の
知
識
・
技
術
を
学
ん
だ
こ
と
を
肝
に

命
じ
て
日
々
の
運
転
に
努
め
た
い｣

と

話
し
て
い
た
。 

受
講
者
の
み
な
ら
ず
、
車
を
運
転
す

る
人
全
て
が｢

事
故
を
起
こ
さ
な
い｣

を
意
識
し
て
、
常
に
危
険
を
予
測
し
、

道
路
や
交
通
の
状
況
に
応
じ
た
安
全

な
速
度
と
方
法
で
運
転
す
る
こ
と
を

平
素
か
ら
心
が
け
、
無
事
故
記
録
を
延

ば
す
よ
う
努
め
て
頂
き
た
い
。 

運
転
時
の
注
意
点 

指
導
教
官
か
ら
、
特
に
注
意
す
る
よ

う
次
の
点
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。 

○
交
差
点
左
折
時
、
大
回
り
が
多
い
。

巻
き
込
み
事
故
を
防
ぐ
た
め
左
寄
せ
、

小
回
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
。 

○
進
路
変
更
及
び
左
折
時
の
巻
込
み
防

止
の
安
全
確
認
を
、
ミ
ラ
ー
だ
け
で

な
く
目
視
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
。 

○
狭
い
道
路
で
の
対
向
車
や
歩
行
者
な

ど
と
行
き
違
う
場
合
、
安
全
な
速
度

と
間
隔
を
考
え
る
こ
と
。 

○
前
車
に
続
い
て
停
止
す
る
場
合
、
車

間
距
離
を
つ
め
過
ぎ
な
い
こ
と
。 

○
特
に
暗
い
時
間
帯
に
は
速
度
を
控

え
る
こ
と
。 

(

安
全
委
員
会) 

 

安
全
委
員
会
だ
よ
り 

前 

年 

度 

平
成
27
年
度 

 

５
件 

４
件 

３
件 

９
件 

傷 

害 

損 

害 
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◆お客様利用満足度調査を実施しました 

この度、地域住民と会員のニーズに添った仕事の発掘と、従来の仕事に対し、さらなるサービスの向上に資するため、

「お客様利用満足度調査」を実施しました。 

実施期間の平成２７年１１月１日～１２月３１日の間に発注のあったお客様のうち、家庭を主に全職種の利用者を無作

為に抽出し調査を行った結果、５１件の回答を得ました。お客様利用満足度調査の結果内容は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、調査にご協力頂いたお客様へは感謝と共に、今回の調査結果を真摯に受け止め更なるお客様の満足度を高めるた

め会員ならびに役職員が一丸となって日々の研鑽に励み、今後も市民サービスの向上に努めてまいります。(事務局) 

その他 

ＨＰ 

チラシ 

会員 

知人・友人 

今回 
前回 

友人・知人による口コミ、開拓員によるチ
ラシ投函が効果を上げている。その他につ
いては行政窓口による案内、昔から知って
いるなど。 

１．シルバー人材センターを何で
お知りになりましたか 

利用しない 

分からない 

利用する 

今回 

前回 

全員が再び利用すると回答しており、
リピート率の高さが伺える。 
 
 

７．引き続きセンターをご利用い
ただけますか 

 

安い 

やや安い 

普通 

やや高い 

高い 

今回 

前回 

６割の方が普通と回答、おおむね安い
がやや高い、を大幅に上回っている。 
 

６．センターの料金にについて 
 

不満 

やや不満 

普通 

やや満足 

満足 

今回 

前回 

おおむね満足している現状が確認で
きる。 
 

４．就業した会員の仕事ぶりやマ
ナー(挨拶、言動)について 

不満 

やや不満 

普通 

やや満足 

満足 

今回 

前回 

おおむね満足している現状が確認で
きる。 
 

３．仕事の出来栄えについて 

その他 

家事援助 

除草 

植木 

襖・障子 

大工・塗装 

今回 

前回 

多岐に亘る仕事に対応している現状が
確認できる。その他は、家電修理、家具
移動、粗大ごみ、パソコン指導など。 
 

２．利用したい仕事の内容について 

不満 

やや不満 

普通 

やや満足 

満足 

今回 

前回 

おおむね満足している現状が確認で
きる。 
 

５．センター職員の対応や連絡に
ついて 

 

・いつも丁寧で有り難いです。 

・礼儀正しく好感が持てます。 

・会員が高齢者のため熱中症など

が心配。 

・来られた会員さんは技術を持っ

ているうえに小さい子どもの気

持ちをよく理解して、子どもに

やる気が出てきた。自信にもつ

ながった。 

・毎年利用している。請求書の実

人員、延べ人員、延べ時間など

の記載が不明確で分かりにく

い。 

・仕事量も多いとは思いますが、

もう少し丁寧に掃除して欲し

い。 

・専門職は登録されている職人さ

んが少ないのでしょうか。次年

度開始まで待たねばならない。 

・担当の職員が毎日出勤していな

いので、他の職員の対応となり

すぐに伝わらない。 

８．その他ご意見、ご要望などに
ついて 
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●
地
区
・地
域
班
活
動
活
性
化
の

お
願
い 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は

急
速
な
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
社
会

の
活
性
化
の
た
め
の
中
核
事
業
と
し

て
ま
す
ま
す
の
発
展
・
拡
充
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
の
就
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
地
区
・

地
域
班
活
動
に
つ
い
て
内
容
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
地
域
班
総
会
の
開
催
や
、

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親
睦
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
報
告
さ
れ
、
会
報

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
半
面
、
地
域
班
活
動
が
活
発
と

は
い
え
な
い
地
域
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。 今

一
度
、｢

地
区
・
地
域
班
活
動
の

手
引
き
」
を
再
読
し
て
い
た
だ
き
、「
で

き
る
事
を
で
き
る
範
囲
で
」
特
に
、
地

区
・
地
域
班
班
長
が
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

地
区
・
地
域
班
ブ
ロ
ッ
ク
長 

丸
山 

長
資 

◆
良
元
３
地
区
合
同
親
睦
会 

平
成
27
年
12
月
３
日(

木)

、
12
時

〜
15
時
、
良
元
３
地
区
の
地
域
班
合

同
で
伊
丹
市
の
小
西
酒
造(

株)

の
工

場
見
学
会
を
行
っ
た
。
11
名
参
加
。 

 

             

◆
良
元
３
の
２
地
域
班 

「と
ん
ど
焼
き
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

仁
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の

「
と
ん
ど
焼
き
」
に
良
元
３
の
３
地
域

班
の
会
員
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
１

月
10
日(

日)

、
前
日
準
備
に
６
名
、

１
月
11
日(

月
・
祝)

、
当
日
行
事
に

８
名
、
延
べ
14
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
。 

         ◆
地
域
班
総
会
開
催
状
況 

○
長
尾
２
の
１
地
域
班 

２
月
15
日(

月)

、
13
時
〜
15
時
、

市
立
東
公
民
館
に
て
、
８
名
参
加
。 

       

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

今
年
度
第
２
回
目
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
は
２
月
５
日(

金)

、
10
時
10
分

か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
１
宝
塚
店
で
開
催

さ
れ
、
会
員
59
名
が
参
加
し
た
。
古

村
互
助
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
準
備

体
操
を
行
い
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

フ
ロ
ア
は
好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
の

続
出
に
拍
手
と
歓
声
と
た
め
息
に
つ

つ
ま
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。 

今
回
も
女
性
会
員
の
活
躍
が
目
ざ

ま
し
く
、
前
回
に
引
続
き
女
性
会
員
が

優
勝
し
た
。 

 

☆
入
賞
者 

優 

勝 

お
よ
び
レ
デ
ィ
ス
賞 

橋
本 

昌
子 

３
５
８
点 

準
優
勝 

和
田 

芳
明 

３
４
８
点 

３ 

位 

浅
沼
二
三
雄 

３
２
０
点 

 

 (

広
報
委
員
／
中
嶋 

諒
子) 

      

   

 
 

地
区
・
地
域
班
活
動 

互

助

会

活

動 

地
域
班
の
活
動
報
告
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 
 

広
報
委
員
会 

▲当日参加の皆さん 

▲左から、橋本会員、和田会
員、浅沼会員 

▲勢いよく燃え上がるとんど焼き 

▲なごやかな雰囲気の中ゲーム
に集中 
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互
助
会
活
動
の
ひ
と
つ
に
同
好
会

と
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
現
在
３
つ
の
同

好
会
と
２
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
各
会
長

へ
連
絡
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

           

①
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
、
午
後 

②
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

③
年
会
費 

４
、
０
０
０
円 

④
現
在
の
会
員
数
は
27
名 

主
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
専
門
の
講
師
の
も
と
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
宝

塚
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ま
た
、
年
４
回
程
度

の
野
外
活
動(

手
軽
な
バ
ス
ツ
ア

ー
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
食
事
会)

な
ど

も
取
り
入
れ
「
元
気
で
明
る
く
・
楽

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
体
験
入
会
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。 

⑤
会
長
／
中
島 

康
夫 

☎
０
９
０
・
６
７
５
１
・
３
０
１
７ 

              ①
年
間
４
回
の
コ
ン
ペ 

②
宝
塚
市
内
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス 

③
年
会
費 

１
、
０
０
０
円 

 

コ
ン
ペ
参
加
費
１
回
２
、
０
０
０
円 

④
現
在
の
会
員
数
は
52
名 

一
喜
会
に
入
会
さ
れ
、
楽
し
い
同
好

会
活
動
の
輪
に
入
ら
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

⑤
会
長
／
内
橋 

監 

☎
０
７
９
７
・
７
２
・
３
８
０
９ 

         ①
毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
～
12
時 

（
夏
季
７
～
9
月
は
9
時
～
11
時
） 

②
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

③
年
会
費 

８
、
０
０
０
円 

 
(

コ
ー
ト
代
が
不
足
と
な
っ
た
場
合

は
臨
時
徴
収
す
る) 

④
現
在
の
会
員
数
は
２０
名 

入
会
は
テ
ニ
ス
経
験
者
で
あ
る
こ

と
と
、
見
学
ま
た
は
実
戦
し
、
打
合

せ
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

⑤
会
長
／
名
和 

昌
昭 

☎
０
７
９
７
・
８
７
・
６
９
０
４ 

 

         

   ①｢

一
句
会
」
は
、
毎
月
第
３
水
曜
日
、

午
後
1
時
30
分
～
４
時 

②
主
に
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
に
て
開

催
し
て
い
る
が
、
年
数
回
昼
食
会
を

兼
ね
た
句
会
と
吟
行
会
も
行
っ
て

い
る
。 

③
会
費
は
な
し 

④
現
在
の
会
員
数
は
７
名 

指
導
者
は
な
く
、「
メ
ダ
カ
の
学
校
」

で
選
句
・
選
評
を
行
っ
て
い
る
。 

⑤
会
長
／
丸
山 

長
資 

☎
０
７
９
７
・
８
４
・
１
１
８
８ 

  

 
 

      

①
毎
週
木
曜
日
、
午
後
６
時
よ
り 

②
末
成
町
会
館 

③
年
会
費 

２
、
０
０
０
円 

④
現
在
の
会
員
数
は
９
名 

⑤
会
長
／
嶽(

だ
け)

伸
行 

☎
０
９
０
・
４
９
０
１
・
３
４
４
６ 

 

掲
載
項
目 

①
活
動
日
時 

②
活
動
場
所 

③
会
費 

 
 

④
会
の
Ｐ
Ｒ
な
ど 

⑤
連
絡
先 

詩

吟

サ

ー

ク

ル 

 

同

好

会

案

内 
 

 
 

俳
句
サ
ー
ク
ル
（
一
句
会
） 

 

テ
ニ
ス
同
好
会
（
Ｋ
Ｔ
Ｃ
） 

 

体
操
教
室 

同
好
会
（Ｓ
・Ｓ
・Ｃ
） 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会
（
一
喜
会
） 
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  ◆
筆
耕
勉
強
会 

１
月
28
日(
水)

、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

で
行
わ
れ
た
。 

勉
強
会
と
し
て
、
卒
園
証
書
お
よ
び

卒
業
証
書
の
筆
耕
に
つ
い
て
、
参
加
者

同
士
で
相
互
の
技
術
向
上
と
就
業
会

員
の
育
成
を
め
ざ
し
た
。 

             ◆
学
校
給
食
用
の
食
材
販
売 

３
学
期
の
学
校
給
食
用
の
食
材
販

売
は
２
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
。 

今
期
は
、
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
が
丁
寧
に
育
て
た
白

菜
を
市
内
の
市
立
小
中
学
校
の
計
13

校
へ
提
供
す
る
た
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー

就
業
会
員
は
提
供
前
日
に
、
養
父
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
納
品
さ

れ
た
白
菜
を
各
学
校
ご
と
に
仕
分
し
、

翌
日
の
食
材
提
供
に
向
け
て
準
備
を

行
っ
て
い
た
。 

当
日
は
、
学
校
毎
に
仕
分
け
た
白
菜

を
学
校
が
指
定
す
る
時
間
に
納
入
す

る
た
め
、
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

各
ル
ー
ト
を
担
当
す
る
就
業
会
員
は
、

道
順
を
細
か
く
確
認
し
な
が
ら
時
間

の
遅
れ
を
最
小
に
抑
え
、
無
事
に
全
て

の
提
供
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

  ◆
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
業
務 

今
回
は
襖
、
障
子
、
網
戸
張
替
え
業

務
を
ご
紹
介
す
る
。
シ
ル
バ
ー
会
員
に

よ
る
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
、
広
く
お
客

様
に
喜
ば
れ
て
い
る
業
務
だ
。 

２
月
３
日
（
水
）
午
前
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
１
階
の
作
業
所
を
訪

問
。
こ
こ
で
は
２
名
の
就
業
会
員
が
忙

し
そ
う
に
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の

日
は
10
枚
ほ
ど
の
襖
の
張
替
え
を
午

前
中
に
仕
上
げ
て
、
午
後
か
ら
納
品
に

行
く
予
定
だ
と
か
。 

古
い
襖
の
は
が
し
、
下
地
づ
く
り
、

新
し
い
襖
用
紙
の
裁
断
、
の
り
付
け
、

貼
り
込
み
と
、
見
て
い
る
間
に
手
際
よ

く
き
れ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
く
。
ベ
テ

ラ
ン
会
員
の
、
作
業
に
も
無
駄
が
な
く

気
持
ち
が
よ
い
。
い
か
に
も
職
人
さ
ん

の
仕
事
ぶ
り
と
い
う
感
じ
だ
。
一
年
を

通
す
と
、
春
か
ら
夏
は
障
子
や
網
戸
が

多
く
、
冬
場
は
正
月
の
前
後
に
襖
の
注

文
が
増
え
て
く
る
そ
う
だ
。 

就
業
会
員
は
、
「
お
客
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
完
成
品
を
届
け
た
時
に
、
き
れ
い

に
仕
上
げ
て
い
た
だ
け
た
、
と
喜
ん
で

も
ら
え
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
、
こ
の
業
務
の
や
り
が
い
を
話

し
て
く
れ
た
。 

(

広
報
委
員
／
佐
野 

純) 

          

 

  

                   ◆
会
費
納
入
に
つ
い
て
お
願
い 

平
成
28
年
度
会
費
に
つ
き
ま
し
て

「
会
費
納
入
の
お
願
い
」
の
ご
案
内
を

３
月
末
頃
ま
で
に
会
員
の
皆
様
の
お

手
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
４

月
末
日
ま
で
に
事
務
所
へ
ご
持
参
い

た
だ
く
か
、
同
封
し
て
い
ま
す
振
替
用

紙
に
て
納
入
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

事

務

局

だ

よ

り 
 
 
 

就

業

先

訪

問 
 

襖、障子、網戸張り替え承ります。 

お気軽に事務局へご相談ください。 

1枚あたりの料金 

襖    （両面標準サイズ） 3,700円より 

網戸  （標準サイズ）    2,900円より 

障子  （標準サイズ）    1,900円より 

※別途運搬費として 1,000円必要です 

 

講

習

会

等

報

告 

▲丁寧に、手際よく、きれいな仕上がり 

独

自

事

業 ▲筆耕勉強会風景 
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◆
会
員
の
状
況 

(

入
退
会
者
と
会
員
の
お
く
や
み
は

12
月
〜
１
月
末
、
そ
の
他
は
１
月
末
） 

             

             

                              

 

 
 

川 
 

 

柳 

紅
梅
に
年
を
忘
れ
て
紅
を
さ
す 

❤
道
原 

澄
子 

仁
王
門
く
ぐ
れ
ば
み
ん
な
い
い
笑
顔 

❤
冨
吉 

博
彦 

枯
れ
す
す
き
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
一
人
酒 

❤
織
山 

茂 

 

 
 

 

俳 
 

 

句 

啓
蟄
が
ガ
ラ
ス
に
裸
足
四
つ
ん
這
い 

❤
川
嶋 

兼
雄 

実
南
天
日
毎
に
実
り
失
せ
る
な
り 

❤
園
田 

昌
代 

せ
せ
ら
ぎ
に
椿
い
ざ
よ
う
日
暮
か
な 

❤
中
嶋 

諒
子 

天
の
川
高
速
道
路
大
渋
滞 

❤
西
口 

佐
代
子 

北
陸
路
か
が
や
き
み
つ
め
山
笑
う 

❤
橋
本 

千
津
子 

ラ
ジ
オ
体
操
真
赤
な
朝
日
輪
の
中
に 

❤
羽
山 

淳
子 

水
仙
の
嫋
や
ぐ
色
香
朝
の
卓 

❤
丸
山 

長
資 

編 

集 

後 

記 

「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
人
生
な
ん
と
こ

の
繰
り
返
し
が
多
い
こ
と
か
。
後
悔
し

た
く
な
い
か
ら
先
に
努
力
す
る
話
を
二

つ
。
▼
日
本
人
力
士
と
し
て
10
年
ぶ
り

に
優
勝
し
た
琴
奨
菊
関
、
け
が
に
苦
し

み
引
退
を
考
え
な
が
ら
も｢

残
り
少
な

い
相
撲
人
生
、
後
悔
は
し
た
く
な
い
、

今
一
度
、
花
を
咲
か
せ
よ
う
！｣

と
、
結

果
見
事
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
。 

▼
１
月
中
旬
に
台
湾
を
旅
行
し
た
。
そ

の
帰
り
の
飛
行
機
に
隣
り
合
わ
せ
た
若

い
女
性
の
話
で
あ
る
。
彼
女
は
台
湾
の

大
学
で
２
年
間
日
本
語
を
勉
強
し
、
現

在
大
阪
の
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
る
。
１

月
16
日
の
台
湾
総
統
選
に
投
票
す
る

為
に
帰
国
し
、
大
阪
に
戻
る
と
こ
ろ
だ

と
い
う
。｢

台
湾
は
複
雑
な
事
情
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
私
の
一
票
が
国
を
左
右

す
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
後
悔
は
し
た

く
な
い
の
で
す｣

と
、流
暢
な
日
本
語
で

熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。
一
票
を
投
じ
る

為
に
祖
国
に
帰
っ
た
女
性
の
目
は
キ
ラ

キ
ラ
輝
い
て
見
え
た
。
▼
限
り
あ
る
人

生
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
一
日
一
日
を

大
切
に
過
ご
し
て
生
き
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。 

(

広
報
委
員
／
中
嶋 

諒
子) 

 

会員数 １,２４７人 

入会数 ２３名 

退会者 １４名 

平均年齢 ７２.１歳 

   

会員のおくやみ 

江崎 善男 ７１歳 

川島 裕 ６５歳 

会
員
の
ひ
ろ
ば 

☆
お
願
い 

就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完
了

後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま
で
に
提
出
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
業
会
員
募
集 

事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布

が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
就
業
可
能
な
方
は
事
務
局
に｢

希
望

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
備
え
て
い
ま
す

の
で
、
事
務
局
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

配  分  金 

支払い日のお知らせ 

 
 ３月就業分  ４月１５日(金) 

 ４月就業分  ５月１３日(金) 

 ５月就業分  ６月１５日(水) 

☆
絵
画
教
室
の
ご
案
内 

絵
画
を
描
く
楽
し
さ
を
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。 

１
、
開
講
日
時 

 

原
則
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日 

 

午
前
10
時
〜
12
時 

２
、
開
講
場
所 

 

当
セ
ン
タ
ー 

３
階 

会
議
室 

３
、
開
講
コ
ー
ス 

 

 

初
級
コ
ー
ス(

初
め
て
の
方
な
ど) 

 

上
級
コ
ー
ス 

４
、
費 

 

用 

月
謝
３
、
０
６
０
円 

５
、
講 

 

師 

中
野 

昇
二
郎
氏 

(

当
セ
ン
タ
ー
会
員
、
日
本
国

際
美
術
家
協
会
委
員
ほ
か) 

※
申
し
込
み
、
詳
細
は
事
務
局
ま
で
。 

☎
０
７
９
７
・
８
１
・
７
０
０
０ 
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農林水産省ＨＰより 

シルバー世代の健康管理 

― 高齢者と花粉症 ― 

花粉症になると鼻水や鼻づまり、くしゃみ、目のかゆみなどに悩まされます。 

高齢者は重症化させないために早めに対処しましょう。 

 

シルバー人材センターの会員になるには 

◎会員の条件 

宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただける方。 

◎入会方法 

入会説明会は毎月第４月曜日13時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。 

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2,000円)の納入で会員となります。 

*ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。 

センター会員募集 就業などを通じて社会参加しませんか？ 

問合せ先：公益社団法人  宝塚市シルバー人材センター 広報委員会    

〒665-0827宝塚市小浜2丁目 1番 1号 TEL.0797(81)7000  FAX.O797(81)7040 

h t t p :  / /  w w w . s j c ‐ t a k a r a z u k a . o r . j p 

日常でお困りのことはシルバーにご相談ください。 
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない仕事
もありますので、まずお電話でお問い合わせください。TEL 0797(81)7000 
 

・家事援助サービス  室内清掃、窓ガラス・網戸などの清掃、食事の支度・洗濯、お部屋内の片付けや 

衣替え、ゴミステーションの掃除、買い物など 

・子育て支援サービス お子様とお留守番、子どもの一時預かり、シルバー出前サービス 

・お庭の手入れ    植木剪定・施肥、植木の水やり、雑草刈り(機械・手刈り) 
・家屋の手入れ    網戸の張替、障子・襖の張替、簡易な大工仕事・塗装など 
・事務サービス    あて名・賞状書き、ワープロなどでの原稿づくり、パソコン操作指導など 

 

花粉症とは、スギなどの花粉が原因となって起こるアレルギー性疾患です。風邪や副鼻腔炎(蓄膿症)と間違えや

すい病気ですが、アレルギー性かどうかは検査をすれば判明します。 

治療には、症状を軽減する対症療法と、根本的に治す根治療法があります。 

 

１．対症療法  点眼薬や点鼻薬などによる、目や鼻などの局所の症状を緩和させます。また、抗ヒスタミン薬、

さらに重症化すればステロイド薬などを服用することになります。 

２．根治療法  免疫療法では、花粉の抽出液を、低い濃度から注射し少しずつ濃度をあげていき花粉に対する

免疫を獲得させます。２〜３年くらい定期的な治療が必要ですが、症状緩和や、治癒が期待され

ますが、まれに、副作用を起こすことがありますので、かかりつけ医によく相談してください。 

 

※花粉症は風邪や副鼻腔炎(蓄膿症)と間違えやすい病気です。花粉症かなと思ったら早く適切な治療を行うこと

が大切です。 


